
~ 1 ~

氏 名 白木 孝                                       （平成 26 年 4 月 日現在）

学術論文

・論文（査読のあるもの。学会などの抄録などは除く）

・本学学生が著者に含まれているものは赤字で記載

・2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載

（論文）

１

２

Nakamura, T., Ioroi, T., Omatsu, H., Yamashita, K., Shiraki, T., Horinouchi, 

M., Nishiguchi, K., Fukumoto, T., Ku, Y., Okamura, N., Kadoyama, K., Okumura, 

K., Sakaeda, T. Cyclosporine から sirolimus への切り替えに際し、sirolimus 血中

濃度の一過性上昇を認めた症例. ＴＤＭ研究. 24, 98-103, 2007.

Ishikawa, H., Iwaki, K., Shiraki, T., Hasegawa, Y., Tsuruta, S., Ooishi, M., 

Nishiguchi, K., Okumura, K., Sakaeda, T. 病棟向け緊急用医薬品の標準化とトレ

ー交換方式による供給管理. Jpn. J. Pharm. Health Care Sci. 33, 431-437, 2007.

2006 年以前 17 報
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著書 著書（2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載。）

（著書） なし

2006 年以前 2
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学会発表等

・2007 年以降における招待講演演者やシンポジスト

・2007 年以降における国際学会（国内外での開催を問わない）のうち発表者である

もの（共同研究者の場合は除く）

・2007 年以降における本学学生が発表者となっている学会発表（学生が共同研究者

の場合は除く）

（招待講演）

(シンポジスト)

（国際学会）

（学生発表）

なし

なし

なし

なし
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助成金・特許

・2007 年以降に交付された競争的資金（研究助成金の名称と種別、課題、交付年度、

代表者・分担者の別）

・2007 年以降の特許

(競争的資金）

１

２

（特許）

日本学術振興会 科学研究費（基盤研究（Ｃ）（一般））「アルギニンメチル化

酵素による癌抑制因子 RASSF1A の機能制御」2011 年～2013 年 研究代表者

日本学術振興会 科学研究費（基盤研究（Ｃ）（一般））「分子シャペロンによ

る新規癌抑制因子 WW45 の機能制御」2011 年～2013 年 分担研究者

なし
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社会活動

2007 年以降の社会における活動等（学会や公的機関の委員や役職など。ただし、学

内や学園内の委員・役職などは除く）

2007 年以降のその他の社会活動（教育機関や公的機関における講演依頼など）

（社会活動）

病院・薬局実務実習近畿地区調整機構 委員 平成25年 4 月～現在に至る
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賞 2007 年以降に受賞した賞

なし


